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事業計画名 消臭・吸湿機能を備えた素材の多用途展開や高感性化ニーズに対応した高付加
価値・複合機能化技術の開発

シリカクリン素材を活用した
高付加価値な複合機能製品の開発

消臭・吸湿機能素材「シリカクリン」を活用した高付加価値な複合機能製品の試作開発に着手す
るため、加熱式ロール圧着装置、インクジェットプリンター、型抜き切断装置を導入。意匠性の
高い製品の開発、多品種少量生産に対応した加工技術の確立を目指した。

概要

試作開発
＋

設備投資

【本事業への取組の経緯】

　天然素材のシリカゲルの消臭・吸湿という

高い機能性に着目し、平成21年にシリカゲル

を不織布でサンドした「シリカクリン」を開

発。以来、シリカクリン素材（消臭・吸湿素材）

を活用した製品の開発・提案を行っている。

　当初はドラッグストアを中心に展開してい

たが、同様の大手メーカー商品には太刀打ち

できず、販売先を通販とネットに移行させた。

平成24年にスキーやスノーボードなどのウィ

ンタースポーツ用品

に対応した「レッド

ウルフ」、翌年にギ

ターやウクレレなど

の楽器のコンディ

ションを整えるサ

ポートケアグッズ

「音援団」を開発し

た。

　平成25年には「激取りMAX」が登場。商

品の内容が分かりやすいネーミング、目に見

える形で効果が分かることから実演販売にも

適し、各メディアで取り上げられた。ハンガー

掛けタイプの衣類を消臭・即効乾燥させる

「激取りMAX」のマットは、これまでの外

側から吹きかけるタイプの消臭グッズとは異

なり、内側から速乾・消臭・吸湿できる。

　衣服だけでなく靴にも効果を発揮し、「激

取りMAX靴ドライ」も開発。その他、様々

なニーズに対応できることから、通販会社・

百貨店卸・楽器メーカー等の幅広い分野から

シリカクリンの消臭・吸湿機能を生かしたオ

リジナル高機能製品の開発要請を受けていた。

　しかし、高機能化製品はデザインのオリジ

ものづくり技術

湿度80〜90％がシリカクリン素材を入れると数分で
40％に。湿気と一緒に臭いも吸収する。

上下を逆にすればズボンやスカートなども吊るすこと
ができる。ダニやカビの発生も防止。

高湿度時には湿度を吸収し、
低湿度時には水分を放出し、
最適な調湿を保つ。

本事業への取り組みの経緯
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各種商品卸売業（繊維工業）
テクナード株式会社
代表取締役　原　真澄
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代表取締役
原　真澄

　平成18年にテクノブレイン株式会社を設立、平
成20年にテクナード株式会社と社名変更。「ウォン
ツ＝欲求」「こんなものがあったら欲しい」という
発想を追求し、消臭・調湿に優れた製品を開発。現
在は自社ブランド「シリカクリン」を活用した
「レッドクリフ」「音援団」「激取りMAX」シリーズ
などの様々なアイデア商品、「維新石けん」などを
開発し、幅広いニーズに対応した製品づくりに取
り組んでいる。

企業概要

ナル性が重視されており、納入ロットも数十個

から数百個の短納期化が要求される。そのた

め前述のニーズに対応できる委託加工先を探

していたが見つからず、提案用サンプルの試

作・開発を自社で行う必要性に迫られていた。

【事業概要】

　本事業ではこれまでの知見の蓄積や試験結

果を踏まえ、機能性の劣化を伴わないフルカ

ラー表面加飾や接着剤の展着及び任意形状加

工の試作開発を自社で行うために以下を導入

した。

①加熱式ロール圧着装置

②インクジェットプリンター

③型抜き切断装置

　これにより自社での多品種少量生産体制が

確立。従来の企画販売機能に加え、多様化す

る顧客ニーズに対応した高付加価値な複合機

能製品の試作開発が可能になった。自社での

製品加工技術の確立を図り、自立的なメー

カーとしての経営基盤の強化を図る。

【事業成果】

①�加熱式ロール圧着装置により、シリカゲル

入の素材の表面加工化を行い、テープ貼付

け加工をすることができるようになり、

テープ素材により金属・不織布・皮革素材

等に貼付けが可能になった。

②�インクジェットプリンターにより、商品の

ファッション性を高められた。

③�型抜き切断装置の導入により、型抜きが容

易になり、様々な形状の商品を開発できる

ようになった。

　上記を導入したことにより、自社でのサン

プル商品を迅速に作ることが可能になり、見

本の目視化を実現できた。

【成果の活用状況】

　加熱式ロール圧着装置と型抜き切断装置を

活用し、腕時計の蓋裏に貼り付ける「シリカ

クリン時計サラッとシート」を新開発。現在

は自社のHPと一部東急ハンズ等で販売して

いる。まだ知名度が低いため、展示会等に出

展し、更なる販売促進に努めていきたい。今

後は新機能素材を活用した意匠性の高い製品

を多品種小ロットで製作できるよう事業化

し、利益率の向上と更なる高品質化を目指す。

インクジェットプリンターの導入で、無地のほか、絵
柄にも対応。

手首にまとわりつく汗や汚れ、ムレを防ぎ、ベルトの
においも消臭。

事業概要

事業成果

成果の活用状況
（補助事業実施後の取り組み）


